






要約:

世界保健機関(WHO)が定義するリプロダクティブヘルスとは、「人間の生殖に係るシステム、

その機能と進行する過程のすべての側面において、単に疾病や障害がないというばかりで

なく、身体的、精神的、社会的に完全に良好な状態にあることを指す。したがって、リプ

ロダクティブヘルスとは、人々が安全で満ちたりた性生活を営むことができ、子どもを産

むか、産まないか、いつ産むか、何人産むかを決める自由をもつことを意味する」。この

定義を踏まえ、1997 年度においては、以下二つのリサーチクェスチョンについて研究を

進めた。

　1)家族計画と女性の健康に関する研究

　2)メディア情報が若年者のリプロダクティブヘルスに及ぼす影響

具体的に、1)については、わが国におけるリプロダクティブヘルスの現状、中でも、「家

族計画」に係る諸問題について調査研究するとともに、低用量ピルをはじめとした近代的

避妊法の導入が遅れているわが国に期待される将来に向けての取り組みなどについてまと

めた。また、2)については、やや異色なテーマではあるが、近年、特に未婚期の若者達に

見られる性行動の加速化、多様化などによってもたらされる望まない妊娠や性感染症への

罹患など、生涯を通じた女性の健康づくりという面から、この時期の課題は極めて深刻で

ある。特に、若者達の性行動や心身の健康に大きな影響を及ぼしているメディア情報にも

着目して調査研究を進めた。


